
申込み・お問い合せ先
鏡野町建設課　担当：新田　電話（０８６８）５４‒２９８９

町営住宅入居者募集
町営住宅の入居者を募集しています。
入居を希望される方は、申込期限内にお申し込みください。

　平成30年7月豪雨以降に岡山県の区域内で
発生した災害により、住家が全壊、大規模半壊、
半壊、床上浸水のいずれかの被害を受けた子ど
もを養育している人に、岡山県より災害見舞金が
支給されます。
※子どもとは、被災日を基準として18歳に達する日以
後の最初の3月31日までの間にあるお子様（平成
30年7月豪雨の場合、平成12年4月2日から被災日
までの間に生まれたお子様）をいいます。
支 給 額 子ども一人当たり2万円（当該世帯の

子どもの数に応じて支給）
申請方法 申請書に必要書類を添えて、下記の

申請先へ郵送してください。
※申請書は市町村役場の窓口や県民局福祉振興課等
で配付しているほか、岡山県保健福祉部子ども家庭
課のホームページからもダウンロードできます。
申請期限 被災日から1年間（平成30年7月豪雨

分は令和元年10月31日まで）

　広く国民一般に、海難防止思想を普及、高揚する
ため「海の月間」(7月1日から7月31日)と時期を合
わせ毎年、7月16日から7月31日までの16日間を
「海難ゼロへの願い」をスローガンに官民一体とな
った海難防止活動を実施しています。

①ライフジャケットを常時着用（海上に浮くこと）
②連絡手段の確保（携帯電話などを持つこと）
③海の緊急電話118番（救助要請をすること）
④帰港時間を家族に伝える（捜索救助の早期行
動につなげる）

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が犯罪と非行の防
止と立ち直りについて考え、それぞれの立場で力を合わせて犯
罪や非行のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。
　“社会を明るくする運動”のシンボルマークである『黄色い
羽根』は、黄色いひまわりをイメージしたもので、地域社会が
あやまちを犯した人たちの立ち直りを支え、再び犯罪に手を
染めさせないというネットワー
クを大きく広げていきたいと
いう思いが込められています。
　鏡野町では、強調月間に向
け、7月1日に鏡野町役場で内
閣総理大臣からのメッセージ
伝達式を行い、PLANT－5鏡
野店や道の駅奥津温泉で街
頭啓発などを行います。
　“社会を明るくする運動”と
黄色い羽根の趣旨にご理解と
ご協力をお願いいたします。

申請はお済みでしょうか？
子ども災害見舞金を
支給しています

〒703‒8278　岡山市中区古京町1‒7‒36
岡山県保健福祉部子ども家庭課　

子ども災害見舞金係
電話（086）226-7874

お問い合せ・申請先

7月は“社会を明るくする運動”
の強調月間です。

お問い合せ先
鏡野町保健福祉課 福祉係　担当：片田

電話（0868）54-2986　FAX（0868）54-2891
お問い合せ先 玉野海上保安部 交通課

電話（0863）32‒3589

海の事故ゼロ
キャンペーン
海の事故ゼロ
キャンペーン

●小型船舶の海難防止
●見張りの徹底及び
　船舶間コミュニケーションの促進
●自分の命を自分で守るための
　3つの基本＋（プラス）1

重 点 事 項

海難防止強調運動玉野地区推進連絡会議

201号室

ハイランド
KAMISAIBARA

203号室

ハイランド
KAMISAIBARA

A-2
鏡野町奥津275-1

1戸
3DK ／CB造二階建
11,700円～／なし
家賃の3ヶ月分

湯の坂団地

令和元年7月19日（金）まで
令和元年8月下旬以降の見込み

⑴鏡野町に住所又は勤務地を有する方
⑵税金、その他公共料金の滞納がない方
⑶確実な保証能力を有する連帯保証人が2
名以上得られる方
⑷暴力団員でないこと

⑴単身者向け住宅です。
⑵入居希望者が多数となる場合は、公開抽
選によって入居者を決定します。

入居希望者が多数となる場
合は、住宅困窮度の高い方
から決定します。

⑴鏡野町に住所又は勤務地
を有する方
⑵現に同居し、又は同居しよ
うとしている親族（婚姻予
定者を含む。）のある方

⑶前年の世帯の合計所得が
公営住宅法で規定する収
入基準の範囲にある方

⑷住宅に困窮していること
が明らかな方
⑸税金、その他公共料金の
滞納がない方

⑹暴力団員でないこと

申 込 期 限

入居予定日

入 居 条 件

そ の 他

住 宅 名

住 戸 名

所 在 地

募 集 戸 数

間取り／構造

家賃（月額）／共益費

敷 金

鏡野町上齋原524-5
1戸

1LDK ／鉄骨造
20,000円／4,000円

10万円
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